
12

一人一台端末の持ち帰
りについて市の考えは

手引きを作成し、指定
校で検証していく　　

世代に合った周知方法
を考える　　　　　　

個
人
質
問

個
人
質
問

つ　市　議　会　だ　よ　り

新型コロナワクチンの
正確な情報提供を　　

▲発熱等の相談受診が分かりや

　すく民意が取り入れられた表

▲運用が始まるｅ－Ｌｅａｒｎ

　ｉｎｇポータル

問　ワクチン接種を進めるため

には、副反応等の情報の正確で

迅速な提供が重要であるが、ど

のように市民に公表されるのか。

　また、基礎疾患をお持ちの方

は、いろいろと分かりにくいと

の声が上がっている。入院、通

院が優先接種の条件とあるが、

がんの場合、積極的な治療を受

けていない緩和ケアの場合もあ

り、心配されるが、それも対象

になるのか。

答　ワクチン接種の情報提供に

ついては、特に妊婦の方は、海

外の実使用経験から現時点で特

段の懸念が認められているわけ

ではないが、安全性に関するデ

ータが限られており、母子手帳

の交付時など、情報提供する機

会を考えていく。また、若者に

対してはＳＮＳなどを活用した

情報収集をする方が多いので、

ホームページを閲覧していただ

けるような方法を検討していく。

　優先接種の条件は、免疫機能

が低下する病気で治療薬・緩和

ケアを受けている悪性腫瘍を含

むことが示されているので、か

かりつけ医師と相談し、接種の

判断をしていただきたい。

●その他の質疑・質問●

○新型コロナワクチンについて

 ● 妊婦および若者の理解推進を

○新型コロナに関する情報発信

について

 ● ホームページについて

 ● 年齢層に応じた発信方法につ

いて

○コロナ禍に対応した空き家対

策について

 ● 機器を用いた取組計画は

　　　　　　　　　　　　など

問　ＧＩＧＡスクール構想にお

けるパソコン、タブレットの持

ち帰りについては、文部科学省

が保護者の理解や通信費負担な

どに配慮した上で各教委が判断

することとしているが、津市で

はどのように考えているか。

　また、児童生徒が日常諸活動

において文房具のように自然に

使いこなすことが重要であるこ

とを念頭におき、早急に計画す

る必要があると考えるが進捗は。

答　令和３年度は、児童生徒が

端末を一斉に持ち帰り使用する

ことはせず、特化研究プロジェ

クト事業の指定校において、家

庭学習での活用について研究を

進め、その成果や課題を検証し、

今後の方向性を考えていく。

　ＩＣＴを活用した学習内容、

情報モラルおよび情報セキュリ

ティー等について説明した「津

市ＧＩＧＡスクール構想の実現

のための手引き」を令和３年度

早々に配付できるよう作成中で

ある。また、学校における情報

セキュリティー対策を総合的・

体系的かつ具体的に整備するた

めの「津市教育情報セキュリテ

ィーポリシー」も作成しており、

令和３年度から運用していく。

　  ●その他の質疑・質問●

○小中および義務教育学校にお

ける一人一台端末環境の運用開

始を目前に控え、明確な指針と

ゴールを
 ● 実施要項について

 ● 懸念点について

 ● 達成するゴールが明確か

 ● ＢＯＹＤの検討について

○マイナンバーカードの申請普

及状況とデジタルサービスの展

開について　　　　　　　など
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